
これまでの札幌市環境保全協議会の取組内容について 資料２ 

これまでの協議会の流れ 

【第１次～第６次】（1996～2008年） 
協議会及び部会を設置し、議論した内容を提言書として市
長に報告。 

【第７次】（2009～2011年） 
札幌市の事業等について協議を行った他、委員が取り組ん
でいる環境保全活動の紹介とそれについての意見交換を
行った。（その他見学会等を実施） 

【第10次協議会へ向けた課題】 
○活動のさらなる広がり 
○提案の実現性への課題（実施主体の不在等） 

第9次協議会の活動 

【第８次】（2011～2013年） 
「札幌市温暖化対策推進ビジョン」（2011～2015）に掲
げる「市民・事業者の行動」の実施を促す具体的な温暖化
対策について、検討・提案し、提案事業の一部については
委員自ら実施。 

【第9次】（2013～2015年） 
「札幌市温暖化対策推進ビジョン」で示す10のアクション
のうち、主に、公共交通機関等の利用拡大、エコライフの
定着・拡大、事業活動によるCO2削減に係る温暖化対策に
ついて、市の事業等に関する協議を行った他、委員が取り
組んでいる環境保全活動の紹介とそれについての意見交換
等を行った。 

第7次以降は、委員自身の活動や取組の
実践による普及を重視 

第９次協議会では、温暖化対策に関する協議結果を「札幌市
温暖化対策実行計画」に反映させた。 

提案・実践事業の進捗管理 【協議の進め方】 

委員による活動 

○イオンチアーズクラブ エネルギー勉強会 

○藤野町内会連合会における消費電力量見える化機器を活用 
 した節電の取組 

市内のイオン北海道８店舗のチアーズクラブ※を対象に、省エネ診断
員である協議会委員が勉強会を実施 

※イオンの店舗近隣の小中学生が集まり、地域に根差した環境学習等を行うエコクラブ 

町連役員を対象に見える化機器を貸出し、節電に対する意識の向上
及び行動の実践を図るとともにアンケート調査を行い、効果を検証 


